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(57)【要約】
【課題】操作パネルの表示部に故障が生じても、代替部
材を用いることなく、正確に操作入力を受け付けること
ができる入力装置、及び画像処理装置を提供する。
【解決手段】入力装置２０の検出部２４は、液晶バック
ライト監視光センサからなり、液晶バックライト２３３
の光量が所定値未満になると、操作パネル２３の液晶バ
ックライト２３３に故障が発生した旨を示す故障検出信
号を制御部２１へ出力する。制御部２１は、故障検出信
号が入力された後、タッチパネル２３１からタッチ領域
が入力されると、図５（Ｄ）に示す故障時対応関係テー
ブル２２２を参照して、タッチ領域が含まれる表示領域
に対応する設定情報（原稿と同じサイズの用紙に当倍率
でコピー開始）を本体装置６０の本体制御部６１へ送信
する。
【選択図】　図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の入力情報のそれぞれの表示部材の画像を画面上に表示する表示部と、該表示部の
画面上における押下領域をタッチ領域として出力するタッチパネルと、からなる操作パネ
ルと、
　前記表示部の故障を検出する検出手段と、
　正常時の前記表示部に表示される複数の入力情報とそれぞれの表示領域との関係を対応
付けた正常時対応関係と、及び故障時の入力情報と表示領域との関係を対応付けた故障時
対応関係とを記憶する記憶手段と、
　前記検出手段が故障を検出していない時に、前記正常時対応関係に基づいて前記タッチ
パネルから入力されたタッチ領域を含む表示領域に対応する入力情報を出力し、前記検出
手段が故障を検出した時に、前記故障時対応関係に基づいて前記タッチパネルから入力さ
れたタッチ領域を含む表示領域に対応する入力情報を出力する制御手段と、を備える入力
装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の入力装置を備えた画像形成装置であって、
　前記入力装置は、画像処理に関する各種設定情報を前記入力情報として本体制御手段に
出力し、
　原稿の画像を読み取り、画像データを生成する画像読取手段を備え、
　前記入力装置から入力情報が入力されると、前記画像読取手段に原稿を読み取らせて画
像データを生成させ、該入力情報に基づいて該画像データの画像処理を行う前記本体制御
手段と、を備える画像処理装置。
【請求項３】
　前記入力装置の前記制御手段は、前記検出手段が故障を検出すると、前記表示部に故障
が発生していることを示す故障検出信号を前記本体制御手段へ出力し、
　前記故障時に印刷する画像データである故障時画像データを記憶する本体記憶手段と、
　画像形成の対象となる用紙を格納する用紙格納手段と、
　画像データに基づく画像を前記用紙格納手段に格納された用紙に形成する画像形成手段
と、を更に備え、
　前記本体制御手段は、前記入力装置から前記故障検出信号が入力されると、前記故障時
画像データに基づく画像を前記画像形成手段よって前記用紙格納手段に格納された用紙に
形成させる請求項２に記載の画像処理装置。
【請求項４】
　前記本体記憶手段は、前記故障時対応関係の表示領域に、対応する設定情報を示す表示
部材の画像を配置している画像データを記憶している請求項３に記載の画像処理装置。
【請求項５】
　用紙に穴を形成する穿孔機を更に備え、
　前記本体制御手段は、前記故障時画像データに基づく画像形成後の用紙に形成された前
記故障時対応関係の表示領域に前記穿孔機によって穴を形成させる請求項４に記載の画像
処理装置。
【請求項６】
　請求項１に記載の入力装置を備えた画像形成装置であって、
　前記入力装置の前記制御手段は、前記検出手段が故障を検出すると、前記表示部に故障
が発生していることを示す故障検出信号を本体制御手段へ出力し、
　前記故障時の画像処理に関する各種設定情報を登録するマークシートの故障時画像デー
タを記憶する本体記憶手段と、
　原稿の画像を読み取り、画像データを生成する画像読取手段と、
　画像形成の対象となる用紙を格納する用紙格納手段と、
　画像データに基づく画像を前記用紙格納手段に格納された用紙に形成する画像形成手段
と、
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　前記入力装置から前記故障検出信号が入力された後に第１～第３制御工程を実行する前
記本体制御手段と、を備え、
　前記第１制御工程は、前記入力装置から前記入力情報が入力されると、前記故障時画像
データに基づく画像を前記画像形成手段によって用紙に形成させ、
　前記第２制御工程は、前記第１制御工程で画像を形成した用紙の画像を前記画像読取手
段に読み取らせ画像データを生成させると、該画像データを解析して前記各種設定情報を
取得し、
　前記第３制御工程は、前記画像読取手段に新たに原稿を読み取らせ画像データを生成さ
せると、前記第２制御工程で取得した各種設定情報と該画像データに基づいて画像処理を
行う画像処理装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、タッチパネルを備えた入力装置、及び画像処理装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　画像形成装置は、用紙サイズや印刷枚数等の画像形成条件等の操作入力を受け付ける入
力装置を備えている。この入力装置として、ハードキーと操作パネルとを備えたものがあ
る。ハードキーは、電源オン／オフキーやテンキー等の単一機能の操作キーが割り当てら
れる。操作パネルは、ＬＣＤやＥＬ等の表示部の上にタッチパネルを重ねてなる。一例と
して、ＬＣＤの表示部は、バックライトにより照らされており、各種操作キーが割り当て
られたアイコンを表示データに基づいて表示する。操作パネルのタッチパネルは、表示部
への押下を検出して、押下した領域をタッチ領域として出力する。操作パネルは、アイコ
ンが表示された領域にタッチ領域が含まれると、アイコンに割り当てられた操作キーが操
作入力されたものとして受け付けている。操作パネルは、表示データを変更するだけで、
様々な操作キーとして操作入力を受け付けることができる。
【０００３】
　このような入力装置では、操作パネルの表示部やタッチパネルに故障が生じると、操作
入力を受け付けることができない。例えば、バックライトの光量が低くなると、表示部上
のアイコンをユーザに認識させることができず、正確な操作入力を受け付けることができ
ない。また、タッチパネルがオンしたままになると、誤った操作入力を受け付けてしまう
。
【０００４】
　そこで、操作パネルに故障が生じても、ハードキー等の代替部材を用いることで操作入
力を受け付ける入力装置が各種提案されている（例えば、特許文献１参照。）。特許文献
１に記載の入力装置は、操作パネルのタッチパネルに故障が生じると、操作パネルに割り
当てられる各種操作キーをハードキーに代替し、その代替内容を表示部に表示する。入力
装置は、表示部の表示内容に基づいてハードキーを押下させることで、操作入力を受け付
けている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開平８－０１６２９６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、特許文献１に記載の入力装置では、操作パネルの表示部に故障が生じる
と、代替内容を表示部に表示することができないため、操作入力を受け付けることができ
ない。
【０００７】
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　また、近年は、ハードキーを備えず、各種操作キーを容易に割り当てることができる操
作パネルのみを備えた入力装置の数が増加している。操作パネルのみを備えた入力装置で
は、故障が生じても代替部材がないため、特許文献１に記載のように操作入力を受け付け
ることができない。
【０００８】
　そこで、この発明は、操作パネルの表示部に故障が生じても、代替部材を用いることな
く、正確に操作入力を受け付けることができる入力装置、及びこの入力装置を備えた画像
処理装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　この発明の入力装置は、操作パネル、検出手段、記憶手段、及び制御手段を備えている
。操作パネルは、複数の入力情報のそれぞれの表示部材の画像を画面上に表示する表示部
と、該表示部の画面上における押下領域をタッチ領域として出力するタッチパネルと、か
らなる。
【００１０】
　検出手段は、表示部の故障を検出する。例えば、検出手段は、表示部の光量を監視し、
所定値未満になると故障を検出する。記憶手段は、正常時の表示部に表示される複数の入
力情報とそれぞれの表示領域との関係を対応付けた正常時対応関係、及び故障時の入力情
報とその表示領域との関係を対応付けた故障時対応関係を記憶する。制御手段は、検出手
段が表示部の故障を検出しない間は、正常時対応関係に基づいて、タッチパネルから入力
されたタッチ領域が含まれる表示領域に対応する入力情報を出力する。制御手段は、検出
手段が表示部の故障を検出すると、故障時対応関係に基づいて、タッチパネルから入力さ
れたタッチ領域が含まれる表示領域に対応する入力情報を出力する。
【００１１】
　この構成により、制御手段は、表示部の故障を検出するまでは、正常時対応関係を参照
して、押下されたタッチ領域が含まれる表示領域に応じた入力情報を出力する。制御手段
は、表示部の故障を検出すると、正常時対応関係に代えて故障時対応関係を参照して、押
下されたタッチ領域が含まれる表示領域に応じた入力情報を出力する。
【００１２】
　この発明の画像処理装置は、上述の入力装置、画像読取手段、及び本体制御手段を備え
る。入力装置は、画像処理に関する設定情報を入力情報として出力する。設定情報とは、
画像処理に関する機能を選択する選択条件、各機能の条件を指定する設定条件、及び各機
能の実行を指示する開始指示等である。画像読取手段は、原稿の画像を読み取り画像デー
タを生成する。本体制御手段は、入力装置から入力情報が入力されると、画像読取手段に
原稿を読み取らせて画像データを生成させ、入力情報に基づいて画像データの画像処理を
行う。
【００１３】
　この構成により、本体制御手段は、入力装置の表示部に故障が生じても、入力装置から
設定情報が入力される。本体制御部は、入力装置から入力された設定情報に基づいて、画
像読取手段が読み取った画像データに対して画像処理を行う。これにより、画像処理装置
は、入力装置の操作パネルの表示部に故障が生じても、代替部材を用いることなく、画像
処理に関する設定情報を入力して、画像処理を行うことができる。
【００１４】
　入力装置の制御手段は、検出手段が故障を検出すると、表示部に故障が発生しているこ
とを示す故障検出信号を出力する構成が好ましい。この場合、画像処理装置は、本体記憶
手段、用紙格納手段、及び画像形成手段を更に備える。本体記憶手段は、故障時に印刷す
る画像データである故障時画像データを記憶する。用紙格納手段は、画像形成の対象とな
る用紙を格納する。画像形成手段は、画像データに基づく画像を用紙格納手段に格納され
た用紙に形成する。本体制御手段は、入力装置から故障検出信号が入力されると、故障時
画像データに基づく画像を画像形成手段よって用紙に形成させる。
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【００１５】
　この構成により、本体制御手段は、表示部に故障が生じると、故障時画像データに基づ
く画像を用紙に形成させる。これにより、ユーザは、操作パネルの表示部に故障が発生し
たことを認識することができる。
【００１６】
　本体記憶手段は、故障時対応関係の表示領域に、対応する設定情報を示す表示部材の画
像を配置している画像データを記憶している構成が好ましい。
【００１７】
　この構成により、本体制御手段は、表示部に故障が生じると、各設定情報に対応する表
示領域に、それぞれの設定情報を示す表示部材の画像を用紙に印刷する。印刷した用紙は
、操作パネル上に載置して用いられる。これにより、ユーザは、操作パネル上の各設定情
報に対応する表示領域を認識することができるため、操作パネルを用いて各種設定情報を
指定することができる。
【００１８】
　画像処理装置は、用紙に穴を形成する穿孔機を備え、本体制御手段は、故障時画像デー
タに基づく画像形成後の用紙に形成された故障時対応関係の表示領域に穿孔機によって穴
を形成させる構成とすることが好ましい。
【００１９】
　この構成により、本体制御手段は、用紙にパンチ穴を形成させる。これにより、ユーザ
は、操作パネルを直接押下させることができるため、静電容量方式のタッチパネルであっ
ても、操作パネルを用いて各種設定情報を指定することができる。
【００２０】
　画像処理装置は、入力装置と、本体記憶手段、画像読取手段、用紙格納手段、画像形成
手段、及び本体制御手段とを備える。入力装置の前記制御手段は、検出手段が故障を検出
すると、表示部に故障が発生していることを示す故障検出信号を本体制御手段へ出力する
構成であることが好ましい。
【００２１】
　本体記憶手段は、故障時の画像処理に関する各種設定情報を登録するマークシートの画
像データを記憶する。画像読取手段は、原稿の画像を読み取り、画像データを生成する。
用紙格納手段は、画像形成の対象となる用紙を格納する。画像形成手段は、画像データに
基づく画像を用紙格納手段に格納された用紙に形成する。本体制御手段は、入力装置から
故障検出信号が入力された後に次の第１～第３制御工程を実行する。
【００２２】
　第１制御工程は、入力装置から前記入力情報が入力されると、故障時画像データに基づ
く画像を画像形成手段によって用紙に形成させる。第２制御工程は、第１制御工程で画像
を形成した用紙の画像を画像読取手段に読み取らせ画像データを生成させると、画像デー
タを解析して各種設定情報を取得する。第３制御工程は、画像読取手段に新たに原稿を読
み取らせ画像データを生成させると、この画像データと第２制御工程で取得した各種設定
情報とに基づいて画像処理を行う。
【００２３】
　この構成により、本体制御手段は、入力装置の操作パネルに故障が発生した後に、操作
パネルが押下されると、各種設定情報がチェック可能なマークシートを印刷させる。これ
により、ユーザは、マークシートに各種設定情報をチェックするだけで、画像処理に関す
る各種設定情報を設定して、画像処理を行うことができる。
【発明の効果】
【００２４】
　この発明の入力装置は、操作パネルの表示部に故障が生じても、代替部材を用いること
なく、正確に操作入力を受け付けることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
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【図１】画像形成装置の概略の正面断面図である。
【図２】画像形成装置の構成を示すブロック図である。
【図３】入力装置の処理手順を示すフローチャートである。
【図４】液晶表示部に表示する表示データの一例を示す図である。
【図５】正常時対応関係テーブル、故障時対応関係テーブルの一例を示す図である。
【図６】故障時における本体装置の処理手順を示すフローチャートである。
【図７】故障が発生したことを知らせるエラー用紙の一例を示す図である。
【図８】第２実施例のエラー用紙の一例を示す図である。
【図９】第２実施例のエラー用紙の使用例を示す図である。
【図１０】第２実施例の故障時対応関係テーブルの一例を示す図である。
【図１１】第２実施例のエラー用紙の他の例を示す図である。
【図１２】第３実施例の設定条件の設定に用いるマークシートの一例を示す図である。
【図１３】第３実施例の故障時対応関係テーブルの一例を示す図である。
【図１４】第３実施例の故障時における本体装置の処理手順を示すフローチャートである
。
【発明を実施するための形態】
【００２６】
　以下に、この発明の実施形態に係る入力装置、及び入力装置を備えた画像処理装置につ
いて図面を参照して説明する。実施例１～３について説明する。
【実施例１】
【００２７】
　図１に示すように、画像形成装置（本発明の画像処理装置である。）１００は、原稿か
ら読み取った画像データに基づいて所定の用紙に多色又は単色の画像を形成する。画像形
成装置１００は、入力装置２０（図２参照）、画像読取部１２０、画像形成部１１０、及
び給紙部１３０を備えている。
【００２８】
　入力装置２０は、操作パネル２３を備え、ユーザからの操作入力を受け付ける。
【００２９】
　画像読取部１２０は、スキャナユニット７０、原稿台７１、及び自動原稿搬送装置７２
を備え、原稿の表裏両面の画像を原稿反転読取方式又は両面同時読取方式の何れかで読み
取る。スキャナユニット７０は、例えば縮小光学系センサであり、高精度で画像を読み取
ることができる。原稿台７１は、硬質板ガラスで構成される。
【００３０】
　自動原稿搬送装置７２は、原稿台７１の上面の背面側で回動自在に支持されている。作
業者が原稿台７１上に手動操作で原稿を載置する場合、自動原稿搬送装置７２を回動操作
して原稿台７１の上面を開閉する。
【００３１】
　自動原稿搬送装置７２は、画像読取前の原稿を収納する原稿トレイ７３、及び画像読取
後の原稿を収納する排紙トレイ７４を備えている。排紙トレイ７４は、原稿トレイ７３の
下方で、原稿トレイ７３の底面との間に所定の空間を設けて配置されている。自動原稿搬
送装置７２の内部には、原稿トレイ７３から排紙トレイ７４に至る間に、搬送路７５が形
成されている。
【００３２】
　また、画像形成部１１０は、中間転写ベルトユニット４０、画像形成ステーション３０
Ａ～画像形成ステーション３０Ｄ、２次転写ユニット５１、露光ユニット５２、定着ユニ
ット５３を備えている。中間転写ベルトユニット４０は、無端ベルトである中間転写ベル
ト４１を駆動ローラ４２及び従動ローラ４３等によって回転自在に張架している。
【００３３】
　画像形成ステーション３０Ａ～画像形成ステーション３０Ｄは、それぞれブラック、シ
アン、マゼンタ及びイエローの各色の現像剤を用いて電子写真方式の画像形成を行う。例
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えば、画像形成ステーション３０Ａは、感光体ドラム３１Ａの周囲に帯電器３２Ａ、現像
器３３Ａ、１次転写器３４Ａを配置している。画像形成ステーション３０Ｂ～画像形成ス
テーション３０Ｄは、画像形成ステーション３０Ａと同様に構成されている。
【００３４】
　露光ユニット５２は、画像読取部１２０で読み取られたブラック、シアン、マゼンタ及
びイエローの各色の画像データに基づいて半導体レーザ（不図示）を駆動し、各色のレー
ザ光を画像形成ステーション３０Ｂ～画像形成ステーション３０Ｄに配光する。露光ユニ
ット５２は、画像データに基づいて駆動されるＬＥＤアレイ等の半導体レーザ以外の光源
を用いたものであってもよい。
【００３５】
　例えば、画像形成ステーション３０Ａでは、感光体ドラム３１Ａの周面が、帯電器３２
Ａによって均一に帯電された後、露光ユニット５２から配光されたブラックの画像データ
に基づくレーザ光で露光される。これによって、感光体ドラム３１Ａの周面に、ブラック
の画像データに基づく静電潜像が形成される。次いで、感光体ドラム３１Ａの周面には、
現像器３３Ａからブラックの現像剤が供給され、静電潜像がブラックのトナー像に可視像
化される。感光体ドラム３１Ａの周面に形成されたトナー像は、１次転写器３４Ａによっ
て中間転写ベルト４１の表面に転写される。
【００３６】
　カラー画像形成時には、画像形成ステーション３０Ｂ～画像形成ステーション３０Ｄで
も、シアン、マゼンタ及びイエローの各色について、画像形成ステーション３０Ａと同様
の処理が行われる。ブラック、シアン、マゼンタ及びイエローの各色のトナー像が、中間
転写ベルト４１の表面で重ね合わされる。
【００３７】
　２次転写ユニット５１は、中間転写ベルト４１の表面に担持されたトナー像を用紙に転
写する。定着ユニット５３は、トナー像が転写された用紙を加熱及び加圧し、用紙にトナ
ー像を定着させる。
【００３８】
　給紙部１３０は、給紙カセット８１及び手差しトレイ８２を備えている。給紙カセット
８１には、使用頻度の比較的高いサイズ及び種類の用紙が複数枚収納される。手差しトレ
イ８２には、使用頻度の比較的低いサイズや種類の用紙が載置される。給紙部１３０から
排紙部９０に至るまで用紙搬送路８３が形成されている。
【００３９】
　次に、画像形成装置１００の構成について説明する。図２に示すように、画像形成装置
１００は、入力装置２０と本体装置６０とから構成される。入力装置２０は、制御部２１
、記憶部２２、操作パネル２３、及び検出部２４を備える。本体装置６０は、本体制御部
６１、本体記憶部６２、画像読取部１２０、画像形成部１１０、給紙部１３０、及びＦＡ
Ｘ通信部１４０を備える。制御部２１と本体制御部６１とは通信可能に接続されているが
、制御部２１は、本体制御部６１に含まれてもよい。この場合、記憶部２２は、本体記憶
部６２に含まれる。
【００４０】
　入力装置２０の制御部２１は、記憶部２２、操作パネル２３、及び検出部２４を制御す
る。制御部２１は、本体装置６０の本体制御部６１との通信を制御する。
【００４１】
　操作パネル２３は、タッチパネル２３１、液晶表示部２３２、及び液晶バックライト２
３３を重ねてなる。液晶表示部２３２は、画像処理に関する各種設定情報のアイコンを表
示データ２２３に基づいて表示する。設定情報には、画像処理に関する機能を選択する選
択条件、各機能の条件を指定する設定条件、及び各機能の実行を指示する開始指示等が含
まれる。例えば、選択条件は、原稿を複写するコピー機能、原稿の画像を読み取るスキャ
ン機能、及び原稿をＦＡＸ送信するＦＡＸ送信機能の選択等である。コピー機能の設定条
件は、コピー枚数、用紙サイズの指定等である。スキャン機能の設定条件は、拡大縮小サ



(8) JP 2011-192006 A 2011.9.29

10

20

30

40

50

イズ、保存先の指定等である。ＦＡＸ送信機能の設定条件は、ＦＡＸ送信先の指定等であ
る。開始指示は、コピー機能、スキャン機能、及びＦＡＸ送信機能等の実行を指示する。
なお、液晶表示部２３２は、アイコンに限らず、文字や写真等の表示部材を表示すればよ
い。
【００４２】
　タッチパネル２３１は、液晶表示部２３２の画面上に配置される。タッチパネル２３１
は、液晶表示部２３２の画面上における押下領域をタッチ領域として検出し、制御部２１
へ出力する。液晶バックライト２３３は、液晶表示部２３２を背面から照らす。
【００４３】
　検出部２４は、液晶バックライト監視光センサからなり、液晶バックライト２３３の光
量が所定値未満になると、液晶バックライト２３３に故障が発生した旨を示す故障検出信
号を制御部２１へ出力する。
【００４４】
　記憶部２２は、正常時対応関係テーブル２２１と故障時対応関係テーブル２２２と表示
データ２２３とを記憶している。正常時対応関係テーブル２２１は、液晶バックライト２
３３に故障が発生していない時（以下、正常時と称す。）に制御部２１により参照され、
図５（Ａ）～図５（Ｃ）に示すように複数の設定情報とそれぞれの液晶表示部２３２の画
面上における表示領域との関係を対応付けて記憶している。液晶表示部２３２が表示デー
タ２２３に基づいて表示する複数のアイコンは、それぞれ正常時対応関係テーブル２２１
の設定情報を示し、対応する表示領域に配置さる。
【００４５】
　故障時対応関係テーブル２２２は、液晶バックライト２３３に故障が発生した時（以下
、故障時と称す。）に制御部２１により参照され、図５（Ｄ）に示すように原稿と同一サ
イズの用紙に等倍率で原稿をコピーする設定情報を、液晶表示部２３２の画面上における
全領域に対応付けて記憶している。
【００４６】
　本体装置６０の本体制御部６１は、本体記憶部６２、画像読取部１２０、画像形成部１
１０、給紙部１３０、及び、電話回線を通してＦＡＸデータの送受信を行うＦＡＸ通信部
１４０を制御する。本体制御部６１は、入力装置２０の制御部２１との通信を制御する。
【００４７】
　本体記憶部６２は、故障時に、本体制御部６１により参照される故障時画像データ６２
１を記憶している。
【００４８】
　次に、制御部２１、本体制御部６１の処理ついて、図３～７を参照して説明する。正常
時は、コピー機能が選択された場合を例に挙げて説明する。
【００４９】
　図３に示すように、入力装置２０の検出部２４は、液晶バックライト２３３の光量を監
視し、光量が所定値未満になると故障が発生したことを検出して、故障検出信号を制御部
２１へ出力する（Ｓ１１）。制御部２１は、故障が発生していない時（Ｓ１１：Ｎｏ）に
は、図４（Ａ）に示す表示データ２２３を液晶画面２３２に表示する。制御部２１は、タ
ッチパネル２３１からタッチ領域が入力されると（Ｓ１２）、図５（Ａ）に示す正常時対
応関係テーブル２２１を参照して、タッチ領域が含まれる表示領域に対応する設定情報（
コピー機能）を取得する。制御部２１は、取得した設定情報を本体装置６０の本体制御部
６１へ送信する（Ｓ１３）。制御部２１は、液晶画面２３２に表示する表示データ２２３
を、コピー機能に対応する表示データ２２３（図４（Ｂ）参照）に変更する（Ｓ１４）。
本体制御部６１へ送信した設定情報（コピー機能）がコピー開始を示す開始指示ではない
ため（Ｓ１５）、Ｓ１２へ戻る。
【００５０】
　制御部２１は、タッチパネル２３１からタッチ領域が入力されると（Ｓ１２）、図５（
Ｂ）に示す正常時対応関係テーブル２２１を参照して、タッチ領域が含まれる表示領域に
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対応する設定情報（用紙サイズ指定）を取得する。制御部２１は、取得した設定情報を本
体装置６０の本体制御部６１へ送信する（Ｓ１３）。制御部２１は、液晶画面２３２に表
示する表示データ２２３を、用紙サイズ指定に対応する表示データ２２３（図４（Ｃ）参
照）に変更する（Ｓ１４）。本体制御部６１へ送信した設定情報（用紙サイズ指定）がコ
ピー開始を示す開始指示ではないため（Ｓ１５）、Ｓ１２へ戻る。
【００５１】
　制御部２１は、タッチパネル２３１からタッチ領域が入力されると（Ｓ１２）、図５（
Ｃ）に示す正常時対応関係テーブル２２１を参照して、タッチ領域が含まれる表示領域に
対応する設定情報（用紙サイズＡ４）を取得する。制御部２１は、取得した設定情報を本
体装置６０の本体制御部６１へ送信する（Ｓ１３）。制御部２１は、液晶画面２３２に表
示する表示データ２２３を、元に戻して表示データ２２３（図４（Ｂ）参照）に変更する
（Ｓ１４）。本体制御部６１へ送信した設定情報（用紙サイズＡ４）がコピー開始を示す
開始指示ではないため（Ｓ１５）、Ｓ１２へ戻る。
【００５２】
　制御部２１は、タッチパネル２３１からタッチ領域が入力されると（Ｓ１２）、図５（
Ｂ）に示す正常時対応関係テーブル２２１を参照して、タッチ領域が含まれる表示領域に
対応する設定情報（コピー開始）を取得する。制御部２１は、取得した設定情報を本体装
置６０の本体制御部６１へ送信する（Ｓ１３）。制御部２１は、液晶画面２３２に表示す
る表示データ２２３を、元に戻して表示データ２２３（図４（Ａ）参照）に変更する（Ｓ
１４）。本体制御部６１へ送信した設定情報（コピー開始）がコピー開始を示す開始指示
であるため（Ｓ１５）、Ｓ１１へ戻る。
【００５３】
　このようにして、制御部２１は、選択条件、設定条件、及び開始指示の順に操作入力を
受け付けて、本体装置６０の本体制御部６１へ送信する。本体装置６０の本体制御部６１
は、制御部２１から受信した、選択条件、設定条件、及び開始指示に基づいて、各機能部
を制御して画像処理を行う。
【００５４】
　また、故障が発生した時（Ｓ１１：Ｙｅｓ）には、制御部２１は、本体装置６０の本体
制御部６１へ故障検出信号を送信する（Ｓ１６）。制御部２１は、タッチパネル２３１か
らタッチ領域が入力されると（Ｓ１７）、図５（Ｄ）に示す故障時対応関係テーブル２２
２を参照して、タッチ領域が含まれる表示領域に対応する設定情報（原稿と同じサイズの
用紙に当倍率でコピー開始）を取得する。制御部２１は、取得した設定情報（用紙サイズ
を示す設定情報及びコピー開始を示す設定情報）を本体装置６０の本体制御部６１へ送信
する（Ｓ１８）。
【００５５】
　制御部２１は、液晶バックライト２３３の光量が所定値以上となり、故障が修復したこ
とを検出部２４が検出すると（Ｓ１９）、復帰信号を本体装置６０の本体制御部６１へ送
信して（Ｓ２０）、Ｓ１１へ戻る。制御部２１は、故障が修復するまで、Ｓ１７～Ｓ１９
の処理を繰り返し実行する。
【００５６】
　図６に示すように、本体装置６０の本体制御部６１は、故障検出信号を受信すると（Ｓ
２１）、図７に示すエラー用紙６５Ａを印刷させる（Ｓ２２）。エラー用紙６５Ａは、本
体記憶部６２に記憶している故障時画像データ６２１に基づいて、画像形成部１１０が画
像を形成したものである。本体制御部６１は、入力装置２０の制御部２１から設定情報を
受信すると（Ｓ２３）、受信した順次一時記憶していく（Ｓ２４）。本体制御部６１は、
開始指示を示す設定情報（コピー開始）を受信すると（Ｓ２５）、記憶している設定情報
に基づいてコピーを開始させる（Ｓ２６）。本体制御部６１は、復帰信号を検出するまで
（Ｓ２７）、Ｓ２３～Ｓ２６の処理を繰り返し実行する。
【００５７】
　以上のように、画像形成装置１００は、液晶バックライト２３３の故障を検出すると、
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操作パネル２３が１回押下される毎に、原稿と同一サイズの用紙に等倍率で原稿をコピー
する。これにより、画像形成装置１００は、液晶バックライト２３３の故障を検出しても
、代替部材を用いることなく、コピー機能を実行することができる。
【実施例２】
【００５８】
　本発明の実施例２に係る画像形成装置１００Ｂは、図８に示すエラー用紙６５Ｂを用い
てコピー機能を実行する点で、実施例１に係る画像形成装置１００と相違する。以下、実
施例１に係る画像形成装置１００との相違点のみ説明する。
【００５９】
　本体装置６０の本体制御部６１は、図６のＳ２２にて、図８に示すエラー用紙６５Ｂを
印刷する。エラー用紙６５Ｂには、複数の設定情報を示すアイコンが操作パネル２３と同
一サイズの領域内に印刷されており、当該領域を囲む切り取り線が印刷されている。エラ
ー用紙６５Ｂを切り取り線で切り取ると、操作用紙６５１Ｂとなる。図９に示すように、
操作パネル２３と同一サイズの操作用紙６５１Ｂは、操作パネル２３の上に載置して用い
られ、各設定情報を示すアイコンの位置をユーザに認識させる。
【００６０】
　故障時画像データ６２１Ｂは、エラー用紙６５Ｂに印刷される画像データである。故障
時対応関係テーブル２２２Ｂは、図１０に示すように、操作用紙６５１Ｂに印刷された複
数の設定情報と、それぞれの表示領域を対応付けて記憶している。
【００６１】
　これにより、画像形成装置１００Ｂは、液晶バックライト２３３に故障が発生したとし
ても、代替部材を用いることなく、正確に設定条件を選択してコピー機能を実行すること
ができる。
【００６２】
　なお、画像形成装置１００Ｂは、図１１に示すエラー用紙６５Ｃを印刷してもよい。エ
ラー用紙６５Ｃの操作用紙６５１Ｃには、設定情報を示すアイコン毎にパンチ穴が形成さ
れている。パンチ穴は、画像形成装置１００Ｂが備える穿孔機（不図示）によって形成さ
れる。この場合、入力装置２０の制御部２１は、記憶部２２に記憶している故障時対応関
係テーブル２２２の表示領域を本体装置６０の本体制御部６１へ送信する。本体装置６０
の本体制御部６１は、受信した表示領域に基づいてパンチ穴を形成する位置を特定し、穿
孔機を制御してパンチ穴を形成させる。これにより、画像形成装置１００Ｂは、操作パネ
ル２３を直接押下させることができるため、操作パネル２３に静電容量方式のタッチパネ
ル２３１を用いることができる。
【実施例３】
【００６３】
　本発明の実施例３に係る画像形成装置１００Ｄは、図１２に示すマークシート６５Ｄを
用いてコピー機能を実行する点で、実施例１に係る画像形成装置１００と相違する。以下
、実施例１に係る画像形成装置１００との相違点のみ説明する。
【００６４】
　図１２に示すマークシート６５Ｄは、故障時画像データ６２１Ｄに基づいて、画像形成
部１１０が画像を形成したものである。マークシート６５Ｄには、各種設定条件のチェッ
ク欄が印刷されている。図１３に示す故障時対応関係テーブル２２２Ｄは、押下回数に応
じた設定情報を、液晶表示部２３２の画面上における全領域に対応付けて記憶している。
【００６５】
　図３に示すように、入力装置２０の制御部２１は、故障が発生すると、本体装置６０の
本体制御部６１へ故障検出信号を送信する（Ｓ１６）。その後、制御部２１は、タッチパ
ネル２３１からタッチ領域が入力されると（Ｓ１７）、図１３に示す故障時対応関係テー
ブル２２２Ｄを参照して、表示領域にタッチ領域が含まれ押下回数が１回目の設定情報（
マークシート６５Ｄの印刷）を取得する。制御部２１は、取得した設定情報を本体装置６
０の本体制御部６１へ送信する（Ｓ１８）。
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【００６６】
　制御部２１は、タッチパネル２３１からタッチ領域が入力されると（Ｓ１７）、図１３
に示す故障時対応関係テーブル２２２Ｄを参照して、表示領域にタッチ領域が含まれ押下
回数が２回目の設定情報（マークシート６５Ｄの記載内容に基づいて実行）を取得する。
制御部２１は、取得した設定情報を本体装置６０の本体制御部６１へ送信する（Ｓ１８）
。
【００６７】
　図１４に示すように、本体装置６０の本体制御部６１は、故障検出信号を受信すると（
Ｓ２１）、入力装置２０の制御部２１から設定情報を受信するまで待機する。本体制御部
６１は、１回目の押下に応じた設定情報（マークシート６５Ｄの印刷）を受信すると（Ｓ
４１）、図１２に示すマークシート６５Ｄを印刷させる（Ｓ４２）。このマークシート６
５Ｄは、各種設定情報のチェック後、コピー対象の原稿の先頭に載置される。
【００６８】
　本体制御部６１は、２回目の押下に応じた設定情報（マークシート６５Ｄの記載内容に
基づいて実行）を受信すると（Ｓ４３）、先頭に載置されたマークシート６５Ｄの画像を
画像読取部１２０によって読み取らせて画像データを生成させる（Ｓ４４）。本体制御部
６１は、この画像データを解析し、マークシート６５Ｄのチェック済み設定条件を設定す
る（Ｓ４５）。本体制御部６１は、画像を解析した際に、先頭の原稿がマークシート６５
Ｄ以外の原稿であると判断した場合は、「先頭にマークシートを入れてください。」とエ
ラーメッセージを表示してもよい。この場合、本体制御部６１は、Ｓ４４の処理へ戻る。
【００６９】
　本体制御部６１は、マークシート６５Ｄのチェック済み設定条件に基づいて、コピーを
開始する（Ｓ４６）。本体制御部６１は、復帰信号を受信するまで（Ｓ４７）、Ｓ４１～
Ｓ４６の処理を繰り返す。
【００７０】
　以上のように、画像形成装置１００Ｄは、液晶バックライト２３３の故障を検出した後
に、操作パネル２３が１回押下されると、各種設定条件の登録可能なマークシート６５Ｄ
を印刷する。そして、画像形成装置１００Ｄは、原稿の先頭に載置されたマークシート６
５Ｄの画像を読み取ることで、各種設定条件を設定してコピーを開始する。これにより、
画像形成装置１００Ｄは、液晶バックライト２３３の故障を検出しても、コピー機能を実
行することができる。
【００７１】
　なお、上述の実施例では、正常時、画像処理に関する機能を選択する選択条件、各機能
の条件を指定する設定条件、各機能の実行を指示する開始指示の順に他階層で選択させた
が、選択条件、設定条件、及び開始指示を１階層で選択させてもよい。
【００７２】
　なお、上述の実施例では、故障時にコピー機能のみを実行可能としたが、スキャン機能
のみ、ＦＡＸ機能のみを実行可能としてもよい。また、正常時と同様にすべての機能を実
行可能としてもよい。この場合、画像形成装置１００Ｂは、各機能の開始指示のみを印刷
した操作用紙６５１Ｂ’を用い、何れかの機能が選択されると、予め定めた設定条件で選
択された機能を実行すればよい。また、画像形成装置１００Ｄは、選択条件、設定条件、
及び開始指示を印刷したマークシート６５Ｄ’を用いればよい。
【００７３】
　なお、上述の実施形態は、画像形成装置１００、１００Ｂ，１００Ｄについて説明した
が、画像形成部１１０を備えないスキャナ装置であってもよい。この場合、エラー用紙６
５Ａは必須ではなく、エラー用紙６５Ｂ，６５Ｃやマークシート６５Ｄは予め用意してお
けばよい。
【００７４】
　上述の実施形態の説明は、すべての点で例示であって、制限的なものではないと考えら
れるべきである。本発明の範囲は、上述の実施形態ではなく、特許請求の範囲によって示
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される。更に、本発明の範囲には、特許請求の範囲と均等の意味及び範囲内でのすべての
変更が含まれることが意図される。
【符号の説明】
【００７５】
　１００…画像形成装置
　１１０…画像形成部
　１２０…画像読取部
　２０…入力装置
　２１…制御部
　２２…記憶部
　２２１…正常時対応関係テーブル
　２２２…故障時対応関係テーブル
　２３…操作パネル
　２３１…タッチパネル
　２３２…液晶表示部
　２３３…液晶バックライト
　２４…検出部
　６０…本体装置
　６１…本体制御部
　６２…本体記憶部
　６２１…故障時画像データ

【図１】 【図２】
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